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「
風
邪
の
治
り
が
悪
い
の
は
、
高
齢
だ
か
ら
…
」

も
し
か
し
た
ら
、
他
の
病
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昨年4月に発行された「咳
がい

嗽
そう

・喀
かく

痰
たん

の診療ガ

イドライン2019」（編集：日本呼吸器学会 咳
がい

嗽
そう

・喀
かく

痰
たん

の診療ガイドライン2019 作成委

員会/発行 一般社団法人 日本呼吸器学会）。

喀
かく

痰
たん

はこれまで欧米でも関心が低く、ガイ

ドラインとして記載されたのは世界初。喀
かく

痰
たん

セクションの編集は平成13年3月まで本

院に勤務しており、現在は本院呼吸器内科

が連携病院となっている横浜市立大学大学

院医学研究科呼吸器病学の金子猛教授が担

当しています。

下
部
食
道
ま
で
逆
流
し
神
経
を
刺
激
し
、
そ
の
反
射
が
原

因
と
な
っ
て
咳
が
出
ま
す
。

　

そ
し
て
、
副
鼻
腔
気
管
支
症
候
群
。
後
鼻
漏
と
も
い
い

ま
す
が
、
鼻
炎
や
副
鼻
腔
炎
に
罹
っ
て
い
る
場
合
、
鼻
汁

が
気
管
に
流
れ
込
む
こ
と
で
、
咳
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
で
は
異
常
が
な

く
、
特
に
高
齢
者
に
多
い
の
は
咳
喘
息
と
副
鼻
腔
気
管
支

症
候
群
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
が
主
な
原
因
と
な
る 

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
の
疑
い

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
異
常
が
あ
る
慢
性
咳が

い

嗽そ

う

の
場
合
は
、
肺

炎
や
肺
結
核
、
肺
が
ん
な
ど
の
疾
患
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
慢
性
気
管
支
炎
や
肺
気
腫
と
呼
ば
れ
て
き
た
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
も
考
え
ら
れ
る
疾
患
の
一

つ
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
は
、
こ
の
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
に
つ
い
て
、
世
界
の
疾
患
別
の
死
亡
順
位
が
１

９
９
０
年
は
第
６
位
だ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
０
年
に
は

第
４
位
と
な
り
、
２
０
３
０
年
に
は
虚
血
性
心
疾
患
、
脳

卒
中
・
脳
血
管
疾
患
に
次
い
で
第
３
位
に
な
る
だ
ろ
う
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

　

「
日
本
で
は
６
０
０
万
人
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
さ
ん
が
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
半
数
も
治
療
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
咳
や
痰
が
続
い
た
り
、
階
段
の
上
り

下
り
の
際
に
生
じ
る
息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す

が
、
他
の
慢
性
咳が

い

嗽そ

う

と
違
う
、
特
徴
の
あ
る
症
状
が
出
な

い
た
め
に
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
を
併
発
す
る
可
能
性
が
高
く
、
多
く
は
喫
煙
が

原
因
で
、
禁
煙
を
す
れ
ば
防
げ
る
病
気
で
す
」
と
語
る
福

田
医
師
。
本
院
で
は
禁
煙
治
療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
の 

診
断
か
ら

　

長
い
期
間
、
咳
や
痰
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
、

身
近
な
か
か
り

つ
け
の
医
院
・

診
療
所
で
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
を

行
い
、
紹
介
状

を
持
参
し
て
、

呼
吸
器
内
科
を

受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、

本
院
は
一
般
病

床
４
０
０
床
以

上
の
地
域
医
療

支
援
病
院
で
す

の
で
、
紹
介
状
が
な
い
受
診
の
場
合
に
は
選
定
療
養
費
（
５

千
５
０
０
円
税
込
）
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
で 

ベ
ス
ト
の
対
応
を

　

本
院
で
は
チ
ー
ム
医
療
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
肺
が

ん
、
気き

胸
き
ょ
う

、
急

き
ゅ
う

性せ

い

膿の

う

胸
き
ょ
う

な
ど
の
症
状
に
関
し
て
は
、
呼
吸

器
内
科
と
呼
吸
器
外
科
が
密
接
な
連
携
を
行
う
ほ
か
、
呼

吸
困
難
や
疼と

う

痛つ

う

管
理
は
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
、
肺
が
ん
に
は
外
来
化
学
療
法
に
よ
る
通
院
治

療
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
高
齢
の
方
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
で
一
度
入
院
す
る
と
、

筋
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
を
含
め
、

リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
も
一
緒

に
、
入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
や
退
院
後
の
在
宅
医
療
、

施
設
入
所
、
転
院
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
」
と
福
田

医
師
は
チ
ー
ム
医
療
の
役
割
と
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

　

在
宅
医
療
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
に
は
、
患
者
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
往
診
医
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
の
お
悩
み
や
相
談

も
お
受
け
す
る
な
ど
、
常
に
患
者
さ
ん
の
ベ
ス
ト
の
治
療

法
、
療
養
方
法
に
つ
い
て
病
院
全
体
で
考
え
ま
す
。

感
染
後
咳が
い

嗽そ
う

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
後
に
引
き
続
き
生
じ

る
も
の
で
、
風
邪
症
状
に
続
く
た
め
、

風
邪
症
候
群
後
咳が

い

嗽そ
う

と
も
い
わ
れ
、
乾

い
た
咳
が
特
徴
。
中
高
年
や
女
性
に
多

く
、
就
寝
前
か
ら
夜
間
、
朝
に
咳
が
出

る
こ
と
が
多
い
。

咳
喘
息

　

呼
吸
機
能
は
ほ
ぼ
正
常
で
、
咳
だ
け

を
症
状
と
す
る
喘
息
。
喘ぜ

い

鳴め
い

や
呼
吸
困

難
を
伴
わ
な
い
慢
性
咳が

い

嗽そ
う

が
唯
一
の
症

状
で
、
昼
間
に
の
み
咳
が
出
る
こ
と
も

あ
る
が
、
就
寝
時
や
深
夜
、
早
朝
に
悪

化
し
や
す
く
、
症
状
の
季
節
性
が
あ
る
。

逆
流
性
食
道
炎

　

胃
酸
や
胃
の
内
容
物
が
胃
か
ら
食
道

に
逆
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
管
の

一
部
の
炎
症
が
起
き
る
こ
と
や
、
下
部

食
道
の
神
経
が
刺
激
さ
れ
て
咳
が
出
る
。 

食
生
活
の
変
化
や
肥
満
の
増
加
で
、
近

年
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）

　

こ
れ
ま
で
慢
性
気
管
支
炎
や
肺
気
腫

と
呼
ば
れ
て
き
た
病
気
の
総
称
で
、
原

因
の
大
部
分
は
長
期
間
に
お
け
る
喫
煙

に
よ
る
。
た
ば
こ
の
煙
の
吸
入
に
よ
り
、

気
管
支
が
炎
症
を
起
こ
し
、
咳
や
痰
が

出
た
り
、
気
管
支
が
細
く
な
る
こ
と
で

空
気
の
流
れ
が
低
下
し
、
肺
の
肺
胞
と

い
う
袋
が
破
壊
さ
れ
て
、
酸
素
の
取
り

込
み
や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
低
下
。

間
質
性
肺
炎
や
肺
が
ん
を
併
発
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
症
状
の
改
善
に
は
第

一
に
禁
煙
が
上
げ
ら
れ
る
。

呼
吸
器
内
科　

福
田
勉 

科
部
長

　

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
付
属
病
院
で

研
修
後
、
神
奈
川
県
立
循
環
器
呼
吸
器

病
セ
ン
タ
ー
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部

附
属
病
院
は
じ
め
、
神
奈
川
・
静
岡
の

中
核
病
院
で
呼
吸
器
内
科
の
診
療
に
あ

た
る
。
平
成
15

年
4

月
に
茅
ヶ
崎
市
立

病
院
に
着
任
。
一
般
社
団
法
人
日
本
内

科
学
会
総
合
内
科
専
門
医
、
一
般
社
団

法
人
日
本
呼
吸
器
学
会
呼
吸
器
専
門

医
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー

学
会
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
の
資
格
を
保

有
。

　

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
呼
吸
器

疾
患
に
対
し〝
地
域
と
の
連
携
〟
を
大
切

に
し
な
が
ら
日
々
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

咳
や
痰
に
苦
し
む
75
歳
以
上
の
男
性
は 

10
人
に
１
人

　

病
気
や
け
が
な
ど
、
身
体
の
不
調
に
関
す
る
自
覚
症
状

を
年
代
ご
と
に
調
べ
る
と
、
高
齢
者
の
咳
や
痰
に
関
す
る

症
状
は
、
75

歳
以
上
の
男
性
で
は
腰
痛
や
肩
の
痛
み
な
ど

に
次
い
で
多
く
、
実
に
10

人
に
１
人
が
訴
え
て
お
り
、
女

性
で
も
上
位
で
す
。※

咳
が
長
く
続
く
と
痛
み
や
つ
ら
さ

が
伴
い
、
体
力
を
消
耗
し
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
た
り
、

睡
眠
に
も
支
障
を
き
た
す
な
ど
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

８
週
間
以
上
続
く
咳
は 

風
邪
以
外
の
可
能
性
が
大
き
い

　

咳
は
症
状
の
持
続
す
る
期
間
が
３
週
間
未
満
の
『
急
性

咳が

い

嗽そ

う

』
と
、
８
週
間
以
上
続
く
『
慢
性
咳が

い

嗽そ

う

』
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
『
急
性
咳が

い

嗽そ

う

』
の
ほ
と
ん
ど
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

な
ど
に
よ
る
感
染
、
い
わ
ゆ
る
『
風
邪
』
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

一
方
、
『
慢
性
咳が

い

嗽そ

う

』
に
は
肺
が
ん
や
、
間
質
性
肺
炎
、

肺
結
核
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
な
ど
生
命
に

ま
で
危
険
が
お
よ
ぶ
多
く
の
疾
患
の
疑
い
も
あ
り
ま
す
。

「
た
か
が
咳
」
と
軽
く
考
え
ず
、
咳
の
原
因
を
明
ら
か
に
し

て
、
治
療
を
進
め
る
の
が
呼
吸
器
内
科
で
す
。

　

「
８
週
間
経
っ
て
も
治
ら
な
い
『
慢
性
咳が

い

嗽そ

う

』
は
、
風
邪
以

外
の
と
こ
ろ
に
咳
や
痰
の
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

と
福
田
医
師
は
原
因
解
明
の
大
切
さ
を
説
明
し
ま
す
。
↘

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
気
温
の
厳
し
い
変
化
に
身
体
が
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た
り
、
空
気
の
乾
燥
や
ウ
イ
ル
ス
、

細
菌
の
増
加
で
風
邪
が
増
え
ま
す
。
発
熱
や
頭
痛
が
治
ま
っ
て
も
、
咳
や
痰
が
続
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
る
長
引
く
咳
や
痰
の
原
因
を
市
立
病
院
呼
吸
器
内
科
科
部
長 

福
田
勉
医
師
に
聞
き
ま
し
た
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
で 

異
常
の
な
い
慢
性
咳

が

い

嗽
そ

う

　

慢
性
咳が

い

嗽そ

う

の
原
因
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
感
染

後
咳が

い

嗽そ

う

で
す
。
風
邪
を
ひ
い
た
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
気

管
支
炎
と
な
り
、
そ
の
後
も
続
く
咳
で
す
。

　

次
に
上
げ
ら
れ
る
の
は
咳
喘
息
。
喘
息
の
一
種
で
、
放

置
す
る
と
、
の
ち
の
ち
気
管
支
喘
息
と
な
り
、
治
り
づ
ら

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、逆
流
性
食
道
炎
が
咳
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
逆
流
性
食
道
炎
も
実
は
多
い
病
気
で
胃
液
が
↖ 

患者さんの病状や治療内容について情報共有を行う呼吸器内科医師。研修

医も参加しています。

※平成28年国民生活調査（厚生労働省）

診療で使用する血中酸素濃度測定器など
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　初期の医療は患者さんの身近にある診療所が担い、診療所が対応できない医療は

地域の基幹病院が担うという医療機関の機能分担の推進を目的として、市立病院な

ど400床以上の地域医療支援病院では選定療養費の徴収が義務づけられています。

　他の医療機関からの紹介状を持たずに市立病院を受診する場合は、通常の初診料

のほかに選定療養費として5,500円（税込）をご負担いただきます。

◇受付時間＝午前8時30分~11時

◇診療時間＝午前9時～午後5時

◇休診日＝土・日曜日、祝日、年末年始

■紹介状をお持ちください 茅ヶ崎市立病院

☎︎0467-52-1111

対
象
は
全
診
療
科

０
歳
か
ら
１
０
０
歳

超
え
ま
で

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

で
は
患
者
さ
ん
の
早
期
在
宅

復
帰
を
図
る
と
と
も
に
、
入

院
前
の
日
常
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
、
理
学
療
法
士
６
人
、

作
業
療
法
士
３
人
、
言
語
聴

覚
士
２
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
患

者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
は
骨
折
な
ど
の

け
が
に
よ
っ
て
低
下
し
た
運

動
機
能
の
回
復
だ
け
で
な

く
、
例
え
ば
、
呼
吸
器
系
の

患
者
さ
ん
の
場
合
、
排
痰
や

呼
吸
の
練
習
な
ど
も
行
い
ま

す
。
０
歳
児
か
ら
１
０
０
歳

超
え
の
患
者
さ
ん
ま
で
全
て

の
診
療
科
が
対
象
で
す
。
特

に
高
齢
の
患
者
さ
ん
の
場

合
、
一
度
入
院
す
る
と
、
筋

力
、
体
力
が
衰
え
て
し
ま
う

の
で
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
早
期
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

多
職
種
、
地
域
と
の

連
携
で
日
常
生
活
の

回
復
を

　

医
師
の
指
示
を
基
に
評
価

し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
ま

た
、
患
者
さ
ん
の
状
況
を
見

な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
ま

す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
に

専
門
性
を
持
ち
、
理
学
療
法

士
は
主
に
運
動
な
ど
、
寝
返

り
や
起
き
上
が
り
、
立
つ
、

歩
く
な
ど
基
本
動
作
と
呼
吸

や
循
環
系
を
担
当
し
ま
す
。

作
業
療
法
士
は
日
常
生
活
動

作
な
ど
の
応
用
の
動
作
や

手
、
腕
の
動
き
の
回
復
を
担

当
し
、
言
語
聴
覚
士
は
発
語

だ
け
で
は
な
く
食
べ

る
、
飲
む
な
ど
の
摂
食

嚥え
ん

下げ

障
害
、
高
次
脳
機

能
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
、
役
割
が
分
か
れ
て

い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
は

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

室
だ
け
で
な
く
、
病
室

の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
も

行
う
の
で
、
病
棟
の
看

護
師
と
も
密
接
に
連
携

し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
の
効

果
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

本
科
で
は
脳
血
管
疾

患
・
廃
用
症
候
群
・
呼
吸
器
・

運
動
器
・
が
ん
・
心
大
血
管

疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
29

年
10

月
か
ら
虚
血
性
心

疾
患
、
心
不
全
、
大
動
脈
疾

患
、
下
肢
閉
塞
性
動
脈
硬
化

症
の
、
予
後
改
善
効
果
が
あ

る
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
特
化
し

た
Ｌ
Ｓ
Ｖ
Ｔ
と
い
う
リ
ハ
ビ

リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

医
師
、
看
護
師
、
患
者
支

援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
栄

養
士
、
薬
剤
師
、
相
談
員
も

含
め
た
連
携
の
中
で
、
患
者

さ
ん
の
機
能
回
復
、
早
期
在

宅
復
帰
、
日
々
の
生
活
の
質

の
向
上
を
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
。

身
体
の
機
能
を
回
復
さ
せ
て

も
と
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に

 茅ヶ崎市立病院

人間ドックのご案内

■お申し込みについて

予約制となります。

受診希望日の２週間前までに、電話

か、直接来院してお申込みください。

健康保険組合に加入されている方

は、組合経由でお申し込みください。
頭部MR検査に使用される3.0テスラMRI装置

リハビリテーション室に隣接した光庭

でもリハビリを行います

リハビリテーション室

では、さまざまな機器

を使って、理学療法や

作業療法を行います

言語聴覚士による言語機能のリハビリ

の様子

◎頭部MR検査：39,600円

◎婦人科系検査（女性のみ）：2,200円

◎HPV検査（婦人科系検査受診者のみ）：1,730円

◎外科系検査（乳房視触診・マンモグラフィ）：3,300円

◎トモシンセシス（3Dマンモグラフィ）

　　　　　　　　（外科系検査受診者のみ）：6,600円

◎骨密度測定検査：880円

◎腫瘍マーカー検査：4,400円

◎C型肝炎検査：1,320円

◎PSA（前立腺）検査（男性のみ）：1,760円

◎H・ピロリ菌抗体検査：1,650円

◎エイズ検査：1,430円

◎梅毒検査：510円

オ
プ
シ
ョ
ン
も
充
実

■実施日：月・火・金曜日（祝祭日、年末年

始を除く）午前8時30分から

料金：Aコース 49,500 円
　　　Bコース 38,500 円 （ともに消費税込）

健康管理センター
電話：0467-52-1566（直通）

受付時間：午前8時30分から午後5時、

月 ~ 金曜日（祝祭日、年末年始を除く）

精密検査や治療が必要な場合、本院の予約が可能で人間ドックのデータが
活用できます。病院を探す手間や再度同じ検査を行う負担を軽減できます。

独立した施設で落ちついた環境での受診ができます。

午前中に検査、午後に結果説明と医師による健康指導を行います。

富士山を望む眺めのいい院内レストランにご昼食を用意しています。

定期的な
受診が大切！

レストランから見える富士山の様子

ここが
ポイント

2020年（令和２年）２月１日　　市立病院通信 ● 

市
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事


